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令和４年 第５回 

飯豊町議会臨時会会議録 

 

令和４年８月１日 令和４年 第５回飯豊町議会臨時会は、飯豊町役場議場に招集され

た。 

 

◎ 出席議員は、次のとおりである。 

１番  川 﨑 祐次郎  ２番  屋 嶋 雅 一 

３番  舟 山 政 男  ４番  遠 藤 芳 昭 

５番  髙 橋  勝  ７番  髙 橋 亨 一 

８番  古 山 繁 巳  ９番  後 藤 惠一郎 

１０番  菅 野 富士雄     

 

◎ 欠席議員は、次のとおりである。 

       な   し 

 

◎ 地方自治法第１２１条の規定により、説明のため会議に出席した者は、次のとおりで

ある。 

町 長  後 藤 幸 平  副 町 長  髙 橋 弘 之 

教 育 長  熊 野 昌 昭 

 

会計管理者（兼） 

税 務 会 計 課 長 

（ 兼） 住民 課長 

 志 田 政 浩 

総 務 課 長  安 部 信 弘  企 画 課 長  館 石   修 

健 康 福 祉 課 長 

(兼)地域包括支援

セ ン タ ー 所 長  

伊 藤 満世子 

 

介護老人保健施設 

事 務 長 （ 兼 ） 

国保診療所事務長  

山 口   努 

農 林 振 興 課 長 

（併）農業委員会 

事 務 局 長  

竹 田 辰 秀 

 

商 工 観 光 課 長 

 

鈴 木 祐 司 

地 域 整 備 課 長  上 田 信 幸  教 育 総 務 課 長  後 藤 美和子 

社会教育課長（併） 

町民総合センター所長 
 渡 部 博 一 

 
   

 

◎ 本会議の書記は、次のとおりである。 

議 会 事 務 局 長 大谷部 良 明 議 事 室 主 査 井 上 由 佳 

議事運営専門員 横 澤 吉 和   
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◎ 議事日程は、次のとおりである。 

令和４年 第５回飯豊町臨時会議事日程 〔第１号〕 

 

 令和４年 ８月 １日 

 午前１０時００分 開 会 

 

令和４年 第５回飯豊町臨時会議事日程 〔第１号〕 

       

日程第１      会議録署名議員の指名 

日程第２ 
 

    会期の決定 

日程第３ 
 

承認第 ５ 号  交通事故に係る損害賠償の額の決定について

の専決処分の承認について 

日程第４ 
 

承認第 ６ 号  交通事故に係る損害賠償の額の決定について

の専決処分の承認について 

日程第５ 
 

議案第 62 号  令和４年度飯豊町一般会計補正予算（第３

号） 

日程第６ 
 

議案第 63 号  令和４年度飯豊町下水道事業事業特別会計補

正予算（第３号） 
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（議長 菅野富士雄君）    （ 午前１０時００分 開会 ） 

 ご起立願います。 

 おはようございます。 

 ご着席ください。 

 本日の臨時会開催にあたり、議員各位並びに町執行部の皆様には、ご多忙中のところご

出席を賜りまして誠にありがとうございました。 

 さて、新型コロナウイルスの感染症は、より感染力の強いとされるオミクロン株ＢＡ-５

への置き換わりが進み、国内はもとより県内でも過去最高を記録するなど、感染者が急増

しております。 

 これから夏休みやお盆の帰省などの影響により、更に感染拡大が進むことが予想されま

す。また熱中症に十分注意しながら引き続きコロナ対策として、０密対策と感染予防に取

り組んで過ごしていただいと思いますのでよろしくお願い申し上げます。 

 本日は傍聴の方もお見えでございます。住民の代表であります議員の質問、意見、提言

等の内容をお聞きいただきたいと思います。 

 以上挨拶とさせていただきます。 

 本日の出席議員数は９名であります。 

 去る７月 25 日召集告示されました令和４年第５回飯豊町議会臨時会は定足数に達してお

りますので、ここに成立いたしました。 

 本日の会議は、あらかじめお手元に配布しております議事日程により進めてまいりま

す。 

 また議案等の採決の際、挙手又は起立しない議員は反対とみなしますので、ご承知おき

いただきたいと思います。 

≪ 日程第 １ ≫ 

 会議録署名議員の指名を行ないます。 

 会議録署名議員の指名は飯豊町議会会議規則第 126 条の規定により、９番 後藤惠一郎

君、１番 川﨑祐次郎君を指名いたします。 
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≪ 日程第 ２ ≫ 

 会期の決定の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本臨時会の会期は本日 1日間に定めたいと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

（議長 菅野富士雄君） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって会期は本日１日間と決定いたしました。 

≪ 日程第３ 及び日程第 ４ ≫ 

 承認第５号及び承認第６号 交通事故に係る損害賠償の額の決定についての専決処分の承

認について 

の２案件を一括議題といたします。 

 この際、提出者から提案理由の説明を求めます。町長、後藤幸平君。 

（町長 後藤幸平君） 

 ただいま議題となりました承認第５号 交通事故に係る損害賠償の額の決定についての

専決処分の承認について、ご説明申し上げます。 

 令和４年５月５日に飯豊町大字手ノ子地内で発生しました交通事故に係る損害賠償の額

の決定について専決処分いたましたので、地方自治法第 180 条第２項の規定により承認を

求めるものであります。 

 その内容につきましは、１、損害賠償の請求者 新潟県刈羽郡刈羽村大字割町新田 776-

-５ 品田貴之氏でございます。 

 ２、損害賠償の原因 令和４年５月５日 14 時頃、飯豊町大字手ノ子地内において、公用

車の運転中に発生した交通事故に基づき生じた損害の賠償を行うものです。 

 ３、損害賠償の額及び条件 

 (1) 飯豊町は損害賠償の請求者 品田貴之氏に対し、本件事故による損害賠償の額とし

て、品田貴之氏の損害金 47,608 円を修理受託業者の指定口座に支払うもの。 
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 (2) 損害賠償の請求者 品田貴之氏は本件事故に関し、今後いかなる事由があっても前

記以外の金品を請求しないものとする。 

 次に、承認第６号 交通事故に係る損害賠償の額の決定についての専決処分の承認につ

いて、ご説明申し上げます。 

 令和４年４月 24 日に飯豊町大字上原地内で発生いたしました交通事故に係る損害賠償の

額の決定について専決処分いたしましたので、地方自治法第 180 条第２項の規定により承

認を求めるものであります。 

 その内容を申し上げます。１、損害賠償の請求者 飯豊町大字遅谷 334 伊藤 勉氏。 

 ２、損害賠償の原因 令和４年４月 24日 10 時頃、飯豊町大字上原地内において公用車

を運転中に発生した交通事故に基づき生じた損害の賠償を行うものであります。 

 ３、損害賠償の額及び条件 

 (1) 飯豊町は損害賠償の請求者 伊藤 勉氏に対し、本件事故による損害賠償の額とし

て、伊藤 勉氏の損害金 85,863 円を修理受託業者の指定口座に支払うものでございます。 

 (2) 損害賠償の請求者 伊藤 勉氏は本件事故に関し、今後いかなる事由があっても前

記以外の金品を請求しないものとするということでございます。 

 以上概略をご説明いたしました。よろしくご審議をいただきまして、ご承認賜りますよ

うお願い申し上げます。 

（議長 菅野富士雄君） 

 以上で提案理由の説明は終わりました。 

 これから、ただいまの提案理由に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

（議長 菅野富士雄君） 

 質疑なしと認めます。質疑を終結いたします。 

 討論を行います。討論ありませんか。 

 （「なし」の声あり） 

（議長 菅野富士雄君） 
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 討論なしと認めます。討論を終結いたします。 

 これより承認第５号及び承認第６号の採決を行います。 

 はじめに承認第５号 交通事故に係る損害賠償の額の決定についての専決処分の承認に

ついての件を採決いたします。 

 この採決は挙手によって行います。お諮りいたします。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（ 挙手 全員 ） 

（議長 菅野富士雄君） 

 お直り下さい。 

 挙手全員です。よって承認第５号 交通事故に係る損害賠償の額の決定についての専決

処分の承認については、原案のとおり可決されました。 

 次に承認第６号 交通事故に係る損害賠償の額の決定についての専決処分の承認につい

ての件を採決いたします。 

 この採決は挙手によって行います。お諮りいたします。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

 お直り下さい。 

（ 挙手 全員 ） 

（議長 菅野富士雄君） 

 挙手全員です。よって承認第６号 交通事故に係る損害賠償の額の決定についての専決

処分の承認については、原案のとおり可決されました。 

≪ 日程第 ５ ≫ 

 議案第 62 号 令和４年度飯豊町一般会計補正予算（第３号） 

の件を議題といたします。 

 この際、提出者から提案理由の説明を求めます。町長、後藤幸平君。 

（町長 後藤幸平君） 
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 ただいま議題となりました議案第 62 号 令和４年度飯豊町一般会計補正予算（第３号）

について、ご説明申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額に 6,165 万円を追加し、歳入歳出それぞれ 68億 9,132 万 3,000 円と

定めるものであります。 

 歳出の主な内容は、令和４年６月 26 日から 28日にかけて発生いたしました豪雨により

被災した林道災害復旧に係る業務委託料及び工事請負費 3,180 万円、道路橋梁災害復旧に

係る業務委託料及び工事請負費 885 万円、下水道事業特別会計繰出金 1,600 万円などを追

加するものであり、その財源として基金繰入金 5,900 万円、県支出金 260 万円などを追加

するものであります。 

 以上概略を申し上げました。よろしくご審議をいただきまして、ご決定賜りますようお

願い申し上げます。 

（議長 菅野富士雄君） 

 以上で提案理由の説明は終わりました。 

 これから、ただいまの提案理由に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

 ４番、遠藤芳昭君。 

（４番議員 遠藤芳昭君） 

 私から災害復旧費、農林施設の災害復旧の内容についてお聞きしたいと思います。この

度は飯豊連峰に豪雨があって、中津川地区を中心に大変な被害を受けたということで、こ

の度の復旧の調査費の委託料が計上されて議題になっております。今後の工事の予定につ

いてお聞きしたいと思います。災害査定を受けてそれから判定があってそして実施設計を

組むことになると思いますが、今後の日程的な復旧工事の予定をどのように考えているの

かお聞きしたいと思います。 

（議長 菅野富士雄君） 

 竹田農林振興課長。 

（農林振興課長 竹田辰秀君） 
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 ４番、遠藤議員のご質問にお答えいたします。今後の工事の日程ということで現在考え

ている日程についてご説明いたします。 

 災害で公共災、補助を予定している箇所の部分につきまして９月末までに査定を受ける

という計画でおります。その前に災害の復旧測量設計業務をお願いして査定を受けるとい

う部分で予定しております。 

 具体的な工事の部分でありますが、災害復旧の補助の部分でありますけれども、東沢線

のほとんどと小屋線の一部につきまして、令和５年度で本格工事を実施したいということ

で考えております。東沢線の入り口部分につきましてだけ災害の査定を受けた後、入り口

というようなこともありますので、令和４年度中にそこは完了させたいと計画しておりま

す。 

 また小屋線の部分につきましては、一部応急工事ということで令和４年度実施していき

たいと考えております。それと町単独で実施する部分につきましては、できるだけ早急に

復旧工事に入りたいと考えております。降雪前までにはめどをつけたいということで計画

しているところでございます。 

 以上でございます。 

（議長 菅野富士雄君） 

 ４番、遠藤芳昭君。 

（４番議員 遠藤芳昭君） 

 おおむねの日程を説明いただきました。今回被災があった林道が 36 箇所、それから様々

な農業施設被害が９箇所と、45 箇所の被害があったということで、９月末の査定には担当

課の担当者のほう、非常に大変な作業になるのではないかなと思います。大変ご苦労様で

ございます。それで今後の予定を今お聞きしましたけども、査定が終わった後にですね、

工事費は今回ついてはいないんですが、6,700 万円ほどの工事費、それから農業災害では

900 万円、締めて 7,600 万円ほどの概算工事費がみられておりますが、どの様な形でこの

事業をやっていくのか、次年度以降何箇所、年内何箇所っていう、はっきりわかるような

数字っていうのは今お持ちなのでしょうかね。 
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（議長、菅野富士雄君） 

 竹田農林振興課長。 

（農林振興課長 竹田辰秀君） 

 遠藤議員の再質問にお答えいたします。公共災の部分につきましては、工事は令和５年

度で実施したいということで予定しております。よって令和５年度の当初予算のほうにそ

の分を計上したいというな計画でおります。今時点でどのくらいというな部分、概算では

あがっておりますけども査定を受けたのち、いろいろ調整しまして当初予算の方に編成さ

せていただきたいと考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

（議長 菅野富士雄君） 

 ほかにございませんか。２番屋嶋雅一君。 

（２番議員 屋嶋雅一君） 

 私のほうから農林振興課と地域整備課のほう、お二方のほうにお伺いしたいのですが、

今回のこの災害っていうことで大きな災害が発生しています。この災害これほど大きいか

ったのに人的災害がなかったていうのは本当に不幸中の幸いかなとは思いますが、この災

害の大きな原因っていうところの検証をされているか。豪雨だったということはもちろん

ですが、地形の問題だったのか、水はけなのか。例えば構造物等々の問題なのか、そうい

ったことで、といった検証されているかちょっとお伺いしたいと思います。 

（議長 菅野富士雄君） 

 最初に竹田農林振興課長。 

（農林振興課長 竹田辰秀君） 

 ２番屋嶋議員のご質問にお答えいたします。 

 災害の原因というご質問でありましたが、発生後現場に出向いて被害状況等を職員のほ

うで調査しております。例えば道路が決壊した、林道が決壊したという部分でその原因は

といったときに、その下を通っている水路がもう砂で詰まってしまったということで水の

逃げ場がなくて道路を洗堀したということやら様々な因果関係があるようでございます。

場所場所によってやっぱり全然違うっていう部分がありまして、これが必ずしも原因であ
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ろうという部分、ここでちょっとお答えできる部分ありませんけども、そういった部分が

重なって発生したものということで我々承知しております。なお、その原因を取り除かれ

るように例えば詰まった部分は取り除くだとか、そういった部分で今後対応していきたい

と考えております。 

（議長 菅野富士雄君） 

 上田地域整備課長。 

（地域整備課長 上田信幸君） 

 ２番屋嶋議員のご質問にお答えしたいと思います。 

 まず町道のほうの被災の原因というところでございますが、特に中津川地区におきまし

ては地形的な問題ということがありまして、いわゆる山の中の沢抜け的な部分で土砂が道

路のほうに流出してきた部分もありますし、また接続する道路等において、いわゆる林道

の砂利のほうが町道の舗装面に流出したということでありますので、それにつきましては

まず来たものを排除するという方法でしかないのかなと思っているところです。 

 また高峰等につきまして路肩等が落ちた部分につきましては、やはり水の問題がありま

すので、単純に降った雨がそのまま浸食するという部分がありますので、今回委託料のほ

うでお願いしております中に、水路等その辺の水の災害防除的な部分の作業も含まれてお

りますので、一応それらで対応したい思っているところです。 

 以上です。 

（議長 菅野富士雄君） 

 ２番、屋嶋雅一君。 

（２番議員 屋嶋雅一君） 

 ただ今の原因等々をお聞きしました。今後もこれからもこういった災害がほんとに大き

く発生してくるって巷では話されています。ていうことで、普段から先ほど言ったように

考えられる想定の原因っていうのは、もっと早めな段階で今後対処していくことが必要か

と思います。また地形的な問題につきましても例えば、入り組んだ河川とかてなれば必ず

その曲がる部分では滑落していくっていうことも考えられますし、その山、森林等々でも
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森林が枯れてきているところは崩れやすくなってくるとか、様々いろんな原因が発生して

くると思います。そういったところを普段から注意して見ていくっていうことが今後大切

だと思いますので、ぜひその辺をお願いしたいなと思っています。 

（議長 菅野富士雄君） 

 竹田農林振興課長。 

（農林振興課長 竹田辰秀君） 

 ２番屋嶋議員のご質問にお答えします。大変貴重なご意見ありがとうございました。常

にパトロール等行っておりますけども、今後とも引き続きあのような災害が起きないよう

に現場等々をパトロールしたいと考えております。 

 以上です。 

（議長 菅野富士雄君） 

 町長 後藤幸平君。 

（町長 後藤幸平君） 

 私から現場担当者課長以外のところでご報告を申し上げたいと思います。 

 当日、飯豊山の山開きが開催される予定になっておりまして、緊急に土砂の撤去を三日

くらいかけて実施したということの中から、当日の参加者の中に置賜営林署の署長なども

いらっしゃって、「これはやはり構造的な問題もある」というご判断をされて、私に直接

「国有林からの出水について現場でも確認した」と。「いずれ多少時間はかかるかもしれな

いけれども、この沢の状況について砂防ダムなどの対策を講じる必要がある。と判断して

いるんで、いずれご相談に来ます。」と、こういうお話を頂戴して、その後また町長室にお

見えになって、今屋嶋議員からご指摘のようなことについて、「やはりしっかりと根本から

修正していく必要があるな」というお話を頂戴いたしましたので、今後国有林中心です

が、国有林の鉄砲水の発出について事前の対策を、現場を見ていただきましたので、たま

たまですけれども。今後粘り強く我々としても対策を講じるべく営林署などと話し合いを

して、今のお話を実行に移すということをしていきたいと思いますので、ぜひ今後とも長

い目で見ていただいて。砂防ダムは非常に大事だなと思います。 
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 あともう一つ最後に、大きな意味合いにおきましては、こうした 100 ミリ規模の豪雨が

スポットで集中的に降るなどということは、なかなかこれまでになかった。やっぱりこれ

は異常気象の状況なんだと思いますので、こうした状況を起こらせているいわゆる地球温

暖化の状況については、これはみんなで共有財産はしっかり管理していくということの重

要さ、そのためのＳＤＧｓであり、東北サミットのシンポジウムということでございます

ので今のお話なども織り交ぜて、ぜひ参加者の皆さんに災害と地球温暖化の関係などにつ

いてやはり勉強して、住民生活を守るということに取り組んでいきたいと考えております

ので今後ともご指導いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

（議長 菅野富士雄君） 

 よろしいですか。ほかにございませんか。５番、髙橋議員。 

（５番議員 高橋 勝君） 

 それでは２点ほどお伺いいたします。まずはいろいろ資料頂きました。その中で少しお

聞きしたい部分がありましたのでまず１点。農業施設関係っていうことで資料頂きましま

した。その内容を見ると、水路がふさがった、用水路が埋まった、そして取水ゲートが壊

れた、ていうことで普通に考えれば、水路、用水路周辺には農業用地、いわゆる作物を何

か育てているのかなと想像されますが、もう一か月たっております。その一か月も埋まっ

た状態でその周辺の作物だったり、育てているものが影響なかったのかどうか、そこら辺

の状況をまずお聞きしたいと。予算可決後はスピード感を持った業務執行を行われると思

いますが、その辺のお考えを状況も含めてお聞きしたいと思います。 

 あともう一点が、これでほんとに全てですか、っていうことです。なぜかというと、私

この洪水の後現地に行ってみました。何人かの住民の方にお聞きしましたら、ここに記載

のないまきしめというかが壊れているよとか、いろいろここに記載のない部分も住民の方

から話がありましたので、そういう部分を考えるとこれが全てだったのかなということが

思われますので、どういう、住民の方からの聞き取りも行われたのかどうかも含めてお聞

きしたいと思います。 

（議長 菅野富士雄君） 
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 竹田農林振興課長。 

（農林振興課長 竹田辰秀君） 

 高橋議員のご質問にお答えいたします。周りの作物の影響はという部分でありますけれ

ども、私今聞いている部分では現状のところまだそれほど影響はないということで認識し

ております。 

 予算成立後、速やかに関係する施設の補修、修繕等をまず行いたいと考えております。

それと、災害箇所これで全てかということでございましたが、現時点で私どもが把握して

いる被災箇所については、このくらいの数ということであります。大雨後パトロールに行

った部分もあれば、それこそ住民の方から教えていただいた部分もございます。まだここ

に足りない部分等もし情報があれば逆に教えていただきながら、町で対応すべき部分は町

で対応したいと思いますので、後ほどそういった箇所あれば教えていただきたいと思いま

す。 

（議長 菅野富士雄君） 

 ほかにございませんか。３番、舟山政男君。 

（３番議員 舟山政男君） 

 当日の豪雨の発生につきましては、中津川の住民の方は避難されておられるようです。

それで大変ご心配の中だったわけですけども、幸いに人的被害がなくてよかったなと、ま

ず安心しておるところです。 

 先ほど町長のご答弁の中で、国が国有地については再度見直しをかけられるというお話

であったわけですけども、さきほど頂いております資料によりますと森林管理署へここへ

の復旧への協力を依頼するということがあるようですけども、これなんかも多分前向きな

管理署の話の中で出てきたのかなとも考えられるところです。ただそういった場合に、こ

の桧枝岐線、飯豊町で何度も一番の川﨑議員からも言われておるところなんでありますけ

ども、この桧枝岐線につきまして町で発生しました災害を単独でするということは、大変

なことなんじゃないかなと、そういった先ほどの意味合いからしても国、県またはそうい

ったところへの働きかけなどはどんなもんでしょうか。お聞きしたいと思います。 
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（議長 菅野富士雄君） 

 竹田農林振興課長。 

（農林振興課長 竹田辰秀君） 

 舟山議員のご質問にお答えいたします。桧枝岐線の部分につきましても相当大きな被害

を今回受けております。森林管理署とのほうとも協議をしておりまして、まずは道路に土

砂が流れてきた部分につきましては町で撤去するということで協議してまいりました。そ

もそもの原因であります山からの土砂崩れにつきましては、国有林という部分もありまし

て森林管理署がそこをすべて直すということで協議が進んでおります。桧枝岐線の部分に

つきましては例年法面工事等で大きな金額かかっております。本年度も重要事業等の要望

で、あらゆる方面に要望を出しているところでございます。また今回の被害を受けまして

改めて県のほうに要望書を出しております。緊急要望書ということで飯豊桧枝岐線につき

ましても、ぜひ所管替え等も含め県のほうに検討をお願いしたいということで改めて要望

しているところでございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。 

（議長 菅野富士雄君） 

 ３番、舟山政男君。 

（３番議員 舟山政男君） 

 要望の提出、大変ご苦労様でございます。ぜひ所管課それ以外も含めて、災害でありま

すんで前向きに対応していっていただきたいと思います。砂防ダムの建設とかそういった

町では当然それはできないわけですけども、そういった意味合いでの前向きな取り組みと

いうふうに国とかそういったほうでは考えておられるのかどうなのか、そこらはどのよう

に捉えておられますか。 

（議長 菅野富士雄君） 

 竹田農林振興課長。 

（農林振興課長 竹田辰秀君） 
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 舟山議員のご質問にお答えいたします。町長のさきほどのお話あったとおりだと思いま

すが、国のほうでも何らかの見直しをしていくということでお話しされていったというこ

とでございます。具体的にいつ、どうなるかという部分まだまだこれからの部分あるかと

思いますが、国管轄の部分はまず国で責任を持って対応するという今回の被災の部分であ

りますけれども、お話しいただいておりますので引き続き協議しながらより良い方向に進

めていければなと考えているところです。 

 以上です。 

（議長 菅野富士雄君） 

 ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

（議長 菅野富士雄君） 

 それでは質疑なしと認めます。質疑を終結いたします。 

 討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

（議長 菅野富士雄君） 

 討論なしと認めます。討論を終結いたします。 

 これより議案第 62 号 令和４年度飯豊町一般会計補正予算（第３号）の件を採決いたし

ます。 

 この採決は挙手によって行います。お諮りいたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（ 挙手 全員 ） 

（議長 菅野富士雄君） 

 お直り下さい。挙手、全員です。 

 よって議案第 62 号 令和４年度飯豊町一般会計補正予算（第３号）は、原案のとおり可

決されました。 

≪ 日程 第６ ≫ 
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 議案第 63 号 令和４年度飯豊町下水道事業特別会計補正予算（第３号）の件を議題とい

たします。 

 この際、提出者から提案理由の説明を求めます。町長 後藤幸平君。 

（町長 後藤幸平君） 

 ただいま議題となりました議案第 63 号 令和４年度飯豊町下水道事業特別会計補正予算

（第３号）について、ご説明申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額に 1,600 万円を追加し、歳入歳出それぞれ４億 8,348 万１千円と定

めるものでございます。 

 歳出の内容は、昨年 11 月に発生いたしました交通事故により破損した添川地区農業集落

排水施設５号中継ポンプ制御盤の復旧に係る設計委託料及び工事請負費の追加であり、そ

れに伴って一般会計繰入金を追加するものでございます。 

 以上概略を申し上げました。よろしくご審議いただきまして、ご決定賜りますようお願

い申し上げます。 

（議長 菅野富士雄君） 

 以上で提案理由の説明は終わりました。これから、ただいまの提案理由に対する質疑を

行います。 

 質疑ありませんか。４番、遠藤芳昭君。 

（４番議員 遠藤芳昭君。） 

 要するに今ほどの決議で繰出し金は 1,600 万円ほど一般会計から繰り出しているので、

趣旨については問題ありませんけれども内容についてお聞きしたいと思います。昨年 11 月

に、添川地区の農業集落排水の中継ポンプの制御盤にコンクリート柱に車が衝突したと、

その賠償って言いますか、その復旧工事のようでございますが、当然保険会社が間に入っ

てこの事故処理、賠償対応しているんだと思いますが、説明ではなかなかその交渉が進ま

ないとお聞きをしています。よって顧問弁護士に相談をして町が復旧工事を行うと。その

復旧費用工事費について原因者に請求をするという流れってお聞きをしています。原因者
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あるいはそこに入る保険会社ですが、このことをきちんと理解して対応してくれるのかど

うなのか、そこまでの話し合いの経過等どうなっているのかお聞きしたいと思います。 

（議長 菅野富士雄君） 

 上田地域整備課長。 

（地域整備課長 上田信幸君） 

 まず事故発生からこれまでの交渉という部分かと思います。まず事故が終わってから原

因者の方、それから保険会社の方に対しても費用負担は生じますよという部分、了解をと

っているということで誓約書もとっているという話をさせていただいたところでございま

す。そのあとまずは応急的な対応をさせていただきながら、ポンプも当然線が引っ張られ

ていることがありますので、その辺がきちんと動くのかどうかっていう点検をまずさせて

いただきながら、また、それの操作が終わった後に本当にどれくらいかかるのかというこ

との見積書のほうをまずは集めて提示をさせていただいたということになります。これに

つきましては半導体等部品の調達に時間がかかったり、見積もりに時間がかかったという

ことがありまして、年度末にその部分が出されてきたということで、その部分から保険会

社のほうにその見積もりを提出しながら協議のほうをさせていただいているという状況で

ありますけれども、金額的な部分が大きいということがあって、まず本部協議っていう中

で時間がかかり、進まなかったっていう現状であります。ただこのままずるずる行くのも

町としてはいけないということがありますので、まずはそこで先生に相談をさせていただ

いて、今回の対応という形になったところでございます。 

 以上です。 

（議長 菅野富士雄君） 

 ４番、遠藤芳昭君。 

（４番議員 遠藤芳昭君） 

 応分の費用はかかりますよということでお話申し上げたということなんですが、費用は

100 パーセント相手が負担なんじゃないですか。こちらのほうに何か不備な点があるのか

どうなのか。おそらく全額加害者のほうに負担があるんじゃないかなと思いますが、こう
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いうことですね、町が仕事をしてその仕事をっていうか、その工事費を相手側に請求する

ということは当然だと思いますが、こういうことをちゃんと契約書で取り交わしておるの

かどうなのか。そこのところはどうなっているのかお聞きをしたいと思います。 

（議長 菅野富士雄君） 

 上田地域整備課長。 

（地域整備課長 上田信幸君） 

 遠藤議員の再質問にお答えしたいと思います。まず 100 パーセントなのかというもので

ございますが、町としてはそれは同じような考えを持っておりますけれども、保険会社の

ほうで精査するということがありますので、その精査の内容もちょっとお聞きしながら今

後協議を進めていきたいと思っているところでございます。また、今回の工事とその補償

に関しての契約書という部分がありますけれども、契約行為は取っておりません。誓約書

という形で取っておりますので、それに基づいて対応したいと考えております。 

（議長 菅野富士雄君） 

 ４番、遠藤芳昭君。 

（４番議員 遠藤芳昭君） 

 相手がちゃんとした保険会社だと思いますので問題はないかとは思いますが、この 100

パーセントそういう話合いも当然しておるべきだと思います。後で町が負担をしなければ

いけなかったなんていうことにならないように、ぜひきちんとした対応すべきだな、いう

ふうに思います。そこのところをお願いしたいと思います。それから補正が通ったら、今

回の予算が通ったら工事はいつ行うのか、そういった今後のスケジュール的な見込みって

いうのはありますか。教えていただきたいと思います。 

（議長 菅野富士雄君） 

 上田地域整備課長。 

（上田地域整備課長 上田信幸君） 

 ４番、遠藤議員の再質問にお答えしたいと思います。まずは町としての費用負担の部分

については、きちんと説明もしておりますのでその辺は今後の協議、ていうことになると
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思いますけども。また工事のスケジュールにつきましては、今回可決をしていただいたら

すぐさま工事のほうの設計に入りたいと思います。設計が終わり次第、直ちに工事のほう

を発注していきたいというスケジュールとなっております。 

 以上です。 

（議長 菅野富士雄君） 

 他にございませんか。 

 質疑なしと認めます。質疑を終結いたします。 

 討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

（議長 菅野富士雄君） 

 討論なしと認めます。討論を終結いたします。 

 これより議案第 63 号 令和４年度飯豊町下水道事業特別会計補正予算（第３号）の件を

採決いたします。 

 この採決は挙手によって行います。お諮りいたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（ 挙手 全員 ） 

（議長 菅野富士雄君） 

 お直り下さい。挙手、全員です。 

 よって議案第 63 号 令和４年度飯豊町下水道事業特別会計補正予算（第３号）は、原案

のとおり可決されました。 

 ここでお諮りいたします。 

 今臨時会において議決されました各議案等について、その条項、字句、数字、その他整

理を要するものについては、その整理を議長に委任いただきたいと思います。 

 これに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

（議長 菅野富士雄君） 
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 ご異議なしと認めます。よって条項、字句、数字、その他の整理を要するものについて

は議長に委任することに決定いたしました。 

 以上で本日予定されました議事日程は全部終了いたしました。 

 これにて閉会といたします。大変ご苦労様でございました。お疲れ様でした。 

                    （ 午前１０時３９分 閉会 ） 


